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学 校 教 育 課 長 早 田 義司郎  

 
 

○議長（中山田健晴君） おはようございます。 

これより本日の会議を開きます。 

○議長（中山田健晴君） 日程第１、第４２号議案

から第５３号議案まで及び第１号報告から第３号報

告までを一括議題といたします。 

これより委員長の報告を求めます。 

総務委員長山本博文君。 

○総務委員長（山本博文君） おはようございます。

総務委員長報告を行います。 

去る６月１２日、総務委員会を開会し、本会議か

ら付託されました議案５件及び報告１件の審査を終

了いたしましたので、その結果を報告いたします。 

 第４２号議案、平成２０年度豊後高田市一般会計

補正予算（第１号）の内、本委員会に付託された部

分ですが、歳入について、平成１９年度繰越金の一

部を補正財源として計上するものです。補正額は、

１，３５９万円６，０００円の増額で、補正後の予

算総額は、１３３億６，８４０万７，０００円とな

り、当初予算に比べ０．１パーセントの増です。 

 以上審査の結果、第４２号議案の内本委員会に付

託された部分については、提案の趣旨を認め、全員

異議なく原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 第４６号議案、「豊後高田市税条例の一部改正につ

いて」は、地方税法等の一部改正に伴い、所要の規

定の整備を行うもので、主な改正内容は、個人住民

税の寄付金制度の拡充、証券税制、公益法人制度改

革、住宅税制及び個人住民税における公的年金から

の特別徴収制度の導入等です。 

 本議案については、反対の討論がありました。 

 第４７号議案、「豊後高田市税特別措置条例の一部

改正について」は、農村地域工業等導入促進法の一

部改正に伴い、農村地域への工業等の導入を積極的

かつ計画的に促進するために、固定資産税の課税免

除の適用期間を平成２１年１２月３１日までに延期

するため、所要の規定の整備を行うものです。 

 第４８号議案、「豊後高田市監査委員条例の一部改

正について」は、地方公共団体の財政の健全化に関

する法律の施行により、監査委員が審査する事項に

健全化判断比率や資金不足比率等が加えられたこと

に伴い、所要の規定の整備を行うものです。 

 第４９号議案、「豊後高田市消防団員等公務災害補

償条例の一部改正について」は、非常勤消防団員等

に係る損害補償の基準を定める政令の一部改正に伴

い、非常勤消防団員等が公務災害により受ける損害

補償の額を決定するための補償基礎額に加算される

扶養親族の加算額を引き上げるため、所要の規定の

整備を行うものです。 

 以上審査の結果、第４６号議案については、採決

の結果、賛成多数で原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

 第４７号議案から第４９号議案までについては、

提案の趣旨を認め、全員異議なく原案のとおり可決

すべきものと決しました。 

 第３号報告、「豊後高田市税条例の一部改正につい

て」は、地方税法等の一部改正に伴い、住宅新築軽

減の期間延長等で納税者が不利益とならないように

するため、早急に規定の整備を行う必要が生じ、専

決処分したものです。 

 以上審査の結果、第３号報告については、報告の

趣旨を認め、全員異議なく承認すべきものと決しま

した。 

 以上で、総務委員会審査結果の報告を終わります。 

○議長（中山田健晴君） 社会文教委員長後藤龍太

郎君。 

○社会文教委員長（後藤龍太郎君） おはようござ

います。社会文教委員長報告を行います。 

去る６月１３日、社会文教委員会を開会し、本会

議から付託されました議案４件及び報告２件の審査

を終了いたしましたので、その結果を報告いたしま

す。 

 第４２号議案、平成２０年度豊後高田市一般会計

補正予算（第１号）の内、本委員会に付託された部

分ですが、今回は歳出予算の補正で、教育費の学校

給食費の人件費等の補正を行っています。 

 補正額は、１，３５９万６，０００円の増額です。 

 以上審査の結果、第４２号議案の内本委員会に付

託された部分については、提案の趣旨を認め、全員

異議なく原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 第５０号議案、「豊後高田市手数料徴収条例の一部

改正について」は、戸籍法の一部改正に伴い、学術

研究等のための情報提供について手数料の徴収を行

うため、所要の規定の整備を行うものです。 

 第５１号議案、「豊後高田市国民健康保険税条例の

一部改正について」は、地方税法等の一部改正に伴

い、所要の規定の整備を行うもので、主な改正内容

としては、国民健康保険税の基礎課税額と後期高齢

者支援金等課税額について、それぞれ限度額を規定
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するもの。また、７５歳以上の方が後期高齢者医療

制度へ移行した場合、その世帯の国民健康保険の被

保険者等に対して軽減措置を規定するもの等です。 

 第５２号議案、「豊後高田市立幼稚園条例の一部改

正について」は、市民税の所得割が非課税となる世

帯について、授業料の免除を行うため、所要の規定

の整備を行うものです。 

 以上審査の結果、第５０号議案から第５２号議案

までについては、提案の趣旨を認め、全員異議なく

原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 第１号報告、「平成２０年度豊後高田市国民健康保

険特別会計補正予算（第１号）について」は、平成

１９年度予算に歳入不足が生じることに伴う繰上充

用の予算措置で、専決処分したものです。 

 補正額は、１，９６１万円で、当初予算と比べ０．

６パーセントの増です。 

第２号報告、「平成２０年度豊後高田市老人保健特

別会計補正予算（第１号）について」は、平成１９

年度分の精算還付及び国庫支出金等の未交付により

平成１９年度予算に歳入不足が生じることに伴う繰

上充用の予算措置で、専決処分したものです。 

 補正額は、５，０４３万２，０００円で、当初予

算と比べ７．９パーセントの増です。 

 以上審査の結果、第１号報告及び第２号報告につ

いては、報告の趣旨を認め、全員異議なく承認すべ

きものと決しました。 

 以上で、社会文教委員会審査結果の報告を終わり

ます。 

○議長（中山田健晴君） 産業建設委員長安達 隆

君。 

○産業建設委員長（安達 隆君） 皆さんおはよう

ございます。産業建設委員長報告をいたします。 

去る６月１６日、産業建設委員会を開会し、本会

議から付託されました議案４件の審査を終了いたし

ましたので、その結果を報告いたします。 

 第４３号議案、「豊後高田市地域農業基幹施設条例

の制定について」は、旧くにさき西部農業協同組合

から無償譲渡を受けたライスセンター及び堆肥セン

ターを公の施設として設置し、施設の円滑な運営、

維持管理について必要な事項を定めるものです。 

 第４４号議案、「公の施設の指定管理者の指定につ

いて」は、豊後高田市ライスセンターの設置の目的

を効果的に達成するため、管理を行わせる指定管理

者を指定するものです。 

 第４５号議案、「公の施設の指定管理者の指定につ

いて」は、豊後高田市堆肥センターの設置の目的を

効果的に達成するため、管理を行わせる指定管理者

を指定するものです。 

 第５３号議案、「豊後高田市営住宅条例の一部改正

について」は、市営住宅の入居者や周辺住民の生活

の安定と平穏を確保するため、市営住宅に暴力団員

を入居させないこととするため、所要の規定の整備

を行うものです。 

 以上審査の結果、第４３号議案から第４５号議案

まで及び第５３号議案については、提案の趣旨を認

め、全員異議なく原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

 以上で、産業建設委員会審査結果の報告を終わり

ます。 

○議長（中山田健晴君） 以上で委員長の報告を終

わります。 

これより、ただ今の委員長の報告に対する質疑に

入ります。 

質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中山田健晴君） 質疑なしと認め、質疑を

終結いたします。 

これより討論に入ります。 

討論の通告がありますので、発言を許します。 

２２番大石忠昭君。 

○２２番（大石忠昭君） 皆さんおはようございま

す。日本共産党の大石であります。 

 私は、第４６号議案、市税条例一部改正について

反対討論をいたします。 

 今回のこの条例改正議案は、先程委員長の報告で

示されたとおりでありますが、その中に２００９年

１０月から住民税を年金から天引きする条項が含ま

れておりますので、反対するものであります。 

ご承知のように、６月１３日には、後期高齢者医

療保険の２度目の年金から天引きが行われ、国民の

怒りは益々深まっております。後期高齢者医療制度

については、国民全体の怒りが広がり、廃止を求め

る声が日増しに強くなっていますが、その怒りの理

由の一つが、問答無用と言わんばかりの年金からの

天引きです。５，０００万件もの宙に浮いた年金問

題は全く解決できないまま、できておりませんけれ

ども、まず政府は、何よりも先に正しい年金支給を

行うべきであります。その義務を果たさないで、問

答無用に取り立てることは何たることでしょうか。 

国民健康保険税に続き、今回は住民税まで年金か



６月１８日 

 - 54 - 

ら天引きする、この地方税法の改正を自民党、公明

党は強行してしまいました。この地方税法改正に伴

い、豊後高田市も市税条例を改定しようというもの

ですが、総務委員会の審議の中で、尾造税務課長は、

特別徴収をするか、普通徴収をするかは、市民が選

択をできる旨の説明をしました。私からその根拠を

条例改定のどの部分に示されておるのか問われ、ま

ともな答弁ができず、何度か質疑討論を繰り返す中

で、とうとう答弁を撤回をしました。しかしながら、

尾造税務課長は、自分の発言を撤回をせざるを得な

くなりながら、なんら反省の態度の表明をしません

でした。だれでも過ちを犯すことはあっても、過ち

があれば謝罪するのが世間の常識ではないでしょう

か。今後の議会対応の教訓にしていただきたいので、

指摘をしておきたいと思います。 

 この天引きも、国会で決めたんだからどうしよう

もないでは済まされません。税金の取りはぐれをな

くす、取り易く、易い方法で取り立てるといった、

市民無視のやり方を介護保険料、後期高齢者保険料、

そして、国保税、これに続いて、今回、住民税まで

いわゆる対象を広げることは許されず反対するもの

であります。議員各位のご賛同を求め討論を終わり

ます。 

○議長（中山田健晴君） 以上で通告による討論は

終わりました。 

 ほかに討論はありませんか。 

 （「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中山田健晴君） これにて討論を終結いた

します。 

 ただ今から採決に入ります。 

 おはかりいたします。 

 お手元に配付してあります採決表の中で、反対の

ありました第４６号議案を除く各議案及び報告は、

委員長の報告のとおり決することにご異議ありませ

んか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中山田健晴君） ご異議なしと認めます。 

 よって、採決表の中で反対のありました第４６号

議案を除く各議案及び報告は、委員長の報告のとお

り決定をいたしました。 

 次に、反対のありました第４６号議案について、

起立により採決いたします。 

 おはかりいたします。 

 第４６号議案は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の諸君の起立を求めます。 

 （起立多数） 

○議長（中山田健晴君） 起立多数であります。 

 よって、第４６号議案は、委員長の報告のとおり

決定をいたしました。 

○議長（中山田健晴君） 日程第２、第５４号議案

を議題といたします。 

○議長（中山田健晴君） 提案理由の説明を求めま

す。 

 市長永松博文君。 

○市長（永松博文君） それでは、まず、ご報告い

たします。 

草地踊り保存会が、３月のホノルル公演に引き続

き、４０周年記念行事として、８月１７日に特別記

念事業「おおいたの伝統踊り２００８ｉｎ豊後高田」

を開催することになりました。 

この事業は、翌１８日の高田観光盆踊り大会のや

ぐらを使い、大分県を代表する伝統踊りの祭典とし

て、大分市の「鶴崎踊り」、津久見市の「扇子踊り」、

姫島村の「キツネ踊り」をお招きし、草地おどりと

ともに共演するイベントでございます。これらの踊

りが一堂に会することは大変珍しく、実現に漕ぎつ

けましたのも最近の草地踊り保存会の活動が顕著で

あり、団体間の相互連携に勤しんでいるお陰であろ

うと頼もしく思っています。詳しくは市報などで広

報いたしますが、盛大なイベントになりますよう市

民の皆さんのご参集をお願い申し上げます。 

それでは、提案理由のご説明を申し上げます。 

第５４号議案は、教育委員会委員の任命について

でございまして、本年７月１日をもって任期が満了

する教育委員会委員に、河野 潔氏を再任いたした

いので、同意を求めるものでございます。 

何とぞ慎重審議の上、ご協賛賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（中山田健晴君） おはかりいたします。 

本案については、委員会の付託を省略いたしたい

と思います。 

これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中山田健晴君） ご異議なしと認めます。 

 よって、第５４号議案については、委員会の付託

を省略することに決しました。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 ２２番大石忠昭君。 

○２２番（大石忠昭君） 日本共産党の大石であり



６月１８日 

- 55 -  

ます。私は第５４号議案について市長に質疑をいた

します。 

 ３月議会に続いて、今回も教育委員に河野 潔前

高田中学校長を提案してまいりましたが、前回３月

議会の審議の時にも縷々問題点を指摘したように、

この方については、私は教育委員の適任者と思えま

せん。今回、その後教育長に就任したということか

ら、市民の批判はさらに広がっています。ケーブル

テレビが６月から本放送が始まりまして市長とペア

を組んで卓球をしている姿、あるいはインターネッ

トでは別々に市長と教育長が試合をしてる写真も掲

載されておりまして、それを見れば見るほどムカつ

くという声すらあります。いろいろ聞いてみました

ら、保護者においても、あるいは教職員においても、

美和に住んでおりますから、地域の住民においても、

まあ私もいろんな方と付き合いがありますけれども、

これほど教育者として風評の悪い方は、ほかには稀

にないんじゃないでしょうか。保護者からも、子ど

もからも、教職員からも、地域からも、これほど評

判の悪い人物、教育委員になったら、さらに批判が

高いわけであります。もうグループがあるようです

ね。相当批判してるグループがあるようです。メー

ルなんかも相当きます。あえて、それだけ批判の高

い人物を、また教育委員に選び、また引き続き教育

長やらせるというのは、これは私は不穏当だと思う

んですけれども、この人物が、教育委員として最適

任者という根拠を示してもらいたいと思います。 

○議長（中山田健晴君） 市長永松博文君。 

○市長（永松博文君） それでは大石議員のご質問

にお答えいたします。 

 私は第１回定例会におきましても、河野 潔氏が、

わが豊後高田の教育行政を担うのに最適な人だとい

うことでご推薦申し上げ、そういうご説明をしたわ

けであります。 

 豊後高田前都甲教育長と現在の河野 潔教育長が、

教育のまち豊後高田をここまでやってきたのは、こ

の２人と学校の先生方だと思っております。そうい

う面で、これからもこの豊後高田の教育のまちを益々

良くしていくためには、最適の人であり、私は彼の

人格も教育者としてすばらしい人だとそう思ってお

ります。 

そういうことで、今回の場合は、前回は教育長途

中、都甲教育長の途中退任でありまして、在任期間

でありますので、そういうことのなかで、３月また

今回という、そういうような提案になったわけでご

ざいます。ひとつすばらしい教育委員であるという

ことをご理解いただいて、皆さん方のご承認をよろ

しくお願いします。 

 どうもありがとうございました。 

○議長（中山田健晴君） ほかに質疑はありません

か。 

 ２２番大石忠昭君。 

○２２番（大石忠昭君） 今度の議会で、本会議の

初日の議案質疑でも、翌日の一般質問で、市長は一

切答弁に立たなかったんですが、この問題について

は、市長が答弁に立ちましたのでね、改めてお尋ね

をしたいと思うんです。 

 いま縷々説明を聞きまして、河野 潔氏が教育委

員としてすばらしい方であるということが強調され

たんです。根拠について、もう少し市民がわかるよ

うな説明をしてもらえんでしょうか。 

あなたの耳には、これだけ批判がある。批判の声

というのは、保護者からも生徒からも、あるいは市

民からも、教職員からも、全くないんでしょうか。

全然批判の声は聞いたことはございませんか。私の

とこは相当ありますね。いままで、私も３７年間議

員をしましたけれども、これだけですね、批判の強

い人物を見たこともなければ聞いたこともありませ

ん。全然批判の声などないんですか。そういうこと

も考慮してですね、大所高所に立って提案されたと

いうのか、まだまだ豊後高田市にはすばらしい適任

者はなんぼでもあります。と、私は思うんですけれ

ども、この方が一番すばらしいというんなら、もう

少し市民が理解できるような形で説明をしてもらえ

んでしょうか。 

○議長（中山田健晴君） 市長永松博文君。 

○市長（永松博文君） ３月議会でもお話ししまし

たし、いまも話しましたように、すばらしい人だと

思っておりますし、いままでの実行力、そしてまた

この豊後高田そのものがすばらしい教育のまちになっ

たと、私は確信しております。 

以上でございます。 

○議長（中山田健晴君） ほかに質疑はありません

か。 

（○２２番（大石忠昭君） もう一度あります。） 

○議長（中山田健晴君） ２２番大石忠昭君。 

○２２番（大石忠昭君） もう一度質疑をしますが、

市長は３月議会で述べたとか云々というだけで、す

ばらしいすばらしいということばを強調するだけで

あってね、もう中身についてはね、一言も市民が理
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解できるような答弁ないんですよ。 

よってね、批判の声は聞いたことがないのかと、

ね。先程言い漏れましたけどね、教育委員会の職員

の中でも相当批判の声があるでしょう。そういうこ

とも聞いたことはないんですか。市民にとっても、

保護者にとっても、子どもたちにおいても、教職員

においても、市の教育委員会の市の職員においても、

おそらくこれまでの教育委員や教育長の中で、これ

だけ批判の高い人物ないでしょう。市長のところに

は、そういう批判の声は全く入らないんですか。そ

ういう批判もあるけれども、こういう優れた面もあ

るからというんなら、市民は少しはね、市長の答弁

を理解しますよ。あなたはそういうことは聞こえて

るけれども、無視してるのかね、ワンマンな態度取っ

てるのか、その辺もう１回説明してもらえませんか。 

○議長（中山田健晴君） 市長永松博文君。 

○市長（永松博文君） 先程からご答弁しておりま

すように、適任者であるという確信をして、推薦を

しております。 

以上でございます。 

○議長（中山田健晴君） ほかに質疑はありません

か。 

○２２番（大石忠昭君） ちょっと議長、議長、ちょっ

と議事進行について。答弁なってないですよ。 

○議長（中山田健晴君） 質疑を続けます。 

 ほかに質疑はありませんか。 

 １２番鴛海政幸君。 

○１２番（鴛海政幸君） ただ今、非常に重要な案

件の教育委員の選任という再任ですか出て、河野氏

の件について、２２番の大石議員から、縷々その内

容について、指摘というか苦情というか、出てきた

わけでございます。私たち議会といたしましては、

この教育委員の問題については、非常に神経をとが

らせ、そしていろいろ執行部といたしましても、適

任者を雇用することについては、非常に私は右往左

往したのではなかろうかと。 

経過をみますと、私議会議員になりましてから、

当初、河野教育長は学務課長だったと記憶しており

ますが、そのときのいわゆる内容、発言、態度、非

常に私は評価され、立派な教育課長であるとこうい

うふうに認識をしておったわけでございます。そう

いう中で、あえて今度そうして教育委員に再任とこ

ういうことになったわけでございますが、私は大石

議員に対して、理解に苦しむ。いわゆる３月議会に

いろいろ論議はされたけれども、その教育委員に任

命した経過があるわけでございます。人間だれしも

１００パーセント立派な人材はおらない。しかし、

その中で、今日、あとで出てくる委員、それからま

た特に河野 潔氏の学歴、経歴等々見ますと、私は

豊後高田市では最高な人材であろうとこういうふう

に評価をしておるわけでございます。 

前回も申しましたように、十人十色と申しましょ

うか、大石議員の見方、あるいは私の見方、あるい

はＡ、Ｂ、Ｃの見方いろいろあろうかと思いますが、

こういう将来の子どもの育成・指導に当たっての教

育委員に任命ということにつきましては、執行部と

いたしましても、非常に厳しい内容を踏まえての選

考をしたと、こういうふうに私なりに理解をしてお

ります。 

私は、あえて第１回の委員に選任し決定をされた

ものを、あえて再度ここで覆すような発言について

は、非常に遺憾であるとこういうふうに思っており

ます。皆さん方のご理解をしていただいて、この河

野 潔氏の教育委員に対する選任をぜひひとつご協

力をお願いいたしたいと思います。 

○議長（中山田健晴君） 議員、討論ということに

受けてよろしいでしょうか。賛成討論ということで。 

 質疑の枠を越えてますんで、あのう。 

（○１２番（鴛海政幸君） 討論になるんかな。） 

（○２２番（大石忠昭君） 本人が討論なるかんか

なち言いよるのに、議長そんなことできるの勝手に。

質問を許したんじゃないんですか。） 

○議長（中山田健晴君） 議長の判断で、 

○２２番（大石忠昭君） 議事進行について。 

○議長（中山田健晴君） はい、どうぞ。 

○２２番（大石忠昭君） えーとね、議会ちゅうの

はルールがあるでしょう。私は先程議事進行の発言

求めたけれども、質疑を続けますちゅうことでね、

いまの鴛海議員に対しては質疑を許したわけですよ

ね。議員は議長の許可を得て発言をすることができ

るわけですよ。質疑を許して、本人自身はいまのを

質疑と思ってるわけよね。それを議長の判断で、い

まのは討論にしていいですかなんていうことを、議

長の判断というけど、本人問うたじゃないですか、

いま。問うたけれども、いや、俺は質疑なん、討論

じゃないんじゃ、質疑じゃとこう言ってるのにね、

おかしいんじゃないんですか、それは。だから、そ

れが討論であるんならね、途中ですよ、途中、いま、

議員、質疑の時間ですから、内容は討論のようです

からね、討論はあとにして下さいというように注意
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するのが議長の権限じゃないんですか。 

○議長（中山田健晴君） 私の判断では、最後になっ

て要望が出ましたんで、討論と判断したわけです。

質疑とは認められないと言ったことなんです。 

○２２番（大石忠昭君） 認められないなら、認め

られないで終わらないかん。討論は討論でまたやら

ないかんじゃねえですか。そらそうじゃないんです

か。 

○議長（中山田健晴君） ほかに質疑はありません

か。 

 （「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中山田健晴君） これにて質疑を終結いた

します。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

○２２番（大石忠昭君） ないかえ、あるんならあ

るしはやっちょくれ。あとからわしやるから。 

○議長（中山田健晴君） 討論ありませんか。 

○２２番（大石忠昭君） ありますよ。 

○議長（中山田健晴君） ２２番大石忠昭君。 

○２２番（大石忠昭君） ほかにあれば、議長はかっ

て、議長の権限で。 

○議長（中山田健晴君） 私が指名したんです。先

にして下さい。 

○２２番（大石忠昭君） はい、それはしますよ。

な、声を大にしてしましょう。 

 再び登壇いたしました日本共産党の大石でありま

す。私は第５４号議案の教育委員の任命についての

議案に反対討論をいたします。 

 議会というのは市民から選ばれた議決機関であり

まして、執行機関と対等平等の権限を持っておりま

すのでね、やはり、この権威を持ってね、議会でやっ

ぱり議論をしてもらいたいと思うんです。議員は質

問する権利もありますし、討論する権利もあります。

ところが、質問の中で、なんか私の名前も出して討

論みたいな発言をする人もおりましたけどね、まあ

一年生議員ならね、そう恥ずかしくはないと思いま

すけど、本当恥ずかしい限りであります。 

（「討論しなえ、討論」と呼ぶ者あり） 

○２２番（大石忠昭君） 討論ですよ。討論は、意

見を述べられます。議長、２、３日欠席しちょった

議員がいろいろ言ってるけど、注意して下さい。人

の発言中にいろいろ言うな。 

○議長（中山田健晴君） 議案に対して討論して下

さい。 

○２２番（大石忠昭君） 討論ですから、議案に対

する討論をします。 

 教育委員の人事案件につきましては、質疑を３回

しまして市長が答弁をしましたけれども、まあ一言

でいうなら、結論を述べるだけであって、市民が理

解できるような中身についてはね、非常に薄っぺら

な答弁だったと思うんです。で、法律の第４条には、

教育委員の人事案件については、人格が高潔で、教

育・学術及び文化に関し識見を有する者の中から選

ぶとなっています。この河野 潔氏につきましては、

３月議会に続いて、先程も述べましたように、これ

までの経歴をいろいろ分析し、公正に判断をしまし

ても、人格が高潔などとは到底判断できません。教

育委員どころか、教育長についても、適任者などと

は全く思いませんので、私はこの案件に反対するも

のであります。 

ぜひ議員の皆さんのご賛同をお願い申し上げ、討

論を終わります。 

以上であります。 

○議長（中山田健晴君） ほかに討論はありません

か。 

 １２番鴛海政幸君。 

○１２番（鴛海政幸君） 先程、私は質問というか、

討論というかやりましたところ、議長から、討論で

あるとこういうような指摘を受けました。で、私は

私なりに、討論であろうが、質疑であろうが考え方

を申したわけでございますが、議会としてはルール

があるということを改めていま感じたわけでござい

ます。議場において、議長のいわゆる指導の下に、

再度ここに立って賛成討論をいたしたいと。 

 長いことは申しません。先程申しましたのが、討

論ということになれば、あえて重複になりますので

あえて申しませんが、私は執行部提案についてのこ

の人選、これについては、我々委員といたしまして

は、最適な人材であろうとこういうように理解をし

ておるわけでございます。非常に過大されておると

ころの今後の教育関係等につきましては、非常に本

人もやる気充分、こういう中で、先程も申しました

ように、３月議会で承認、決定されたものを、あえ

てここで覆しをするような討論をするということに

つきましては、私は理解ができかねるわけでござい

ます。 

どうかひとつ、今後のこの教育委員、そしてまた

教育委員長になっておるわけでございますが、本人

が縦横無尽に全力投球をやるようなひとつの体制づ
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くりをするためにも、皆様方のご承認をぜひお願い

をいたしまして、討論を終わります。 

○議長（中山田健晴君） ほかに討論はありません

か。 

 （「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中山田健晴君） これにて討論を終結いた

します。 

 これより第５４号議案を起立により採決いたしま

す。 

 本案は、これに同意することに賛成の諸君の起立

を求めます。 

 （起立多数） 

○議長（中山田健晴君） 起立多数であります。 

 よって、第５４号議案については、これに同意す

ることに決しました。 

○議長（中山田健晴君） 日程第３、第５５号議案

を議題といたします。 

○議長（中山田健晴君） 提案理由の説明を求めま

す。 

 市長永松博文君。 

○市長（永松博文君） 提案理由のご説明を申し上

げます。 

第５５号議案は、公平委員会委員の選任について

でございまして、本年６月３０日をもって任期が満

了する公平委員会委員に、豊饒正信氏を再任いたし

たいので、同意を求めるものでございます。 

何とぞ慎重審議の上、ご協賛賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（中山田健晴君） おはかりいたします。 

 本案については、委員会の付託を省略いたしたい

と思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中山田健晴君） ご異議なしと認めます。 

 よって、第５５号議案については、委員会の付託

を省略することに決しました。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 （「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中山田健晴君） 質疑なしと認め、質疑を

終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

 （「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中山田健晴君） 討論なしと認め、討論を

終結いたします。 

 これより第５５号議案を採決いたします。 

 本案は、これに同意することにご異議ありません

か。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中山田健晴君） ご異議なしと認めます。 

 よって、第５５号議案については、これに同意す

ることに決しました。 

○議長（中山田健晴君） 日程第４、第５６号議案

を議題といたします。 

○議長（中山田健晴君） 提案理由の説明を求めま

す。 

 市長永松博文君。 

○市長（永松博文君） 提案理由のご説明を申し上

げます。 

第５６号議案は、固定資産評価審査委員会委員の

選任についてでございまして、本年６月３０日をもっ

て任期が満了する固定資産評価審査委員会委員に、

青山良安氏、水江功治氏、溝部四郎氏を再任いたし

たいので、同意を求めるものでございます。 

何とぞ慎重審議の上、ご協賛賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（中山田健晴君） おはかりいたします。 

 本案については、委員会の付託を省略いたしたい

と思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中山田健晴君） ご異議なしと認めます。 

 よって、第５６号議案については、委員会の付託

を省略することに決しました。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 （「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中山田健晴君） 質疑なしと認め、質疑を

終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

 （「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中山田健晴君） 討論なしと認め、討論を

終結いたします。 

 第５６号議案を採決いたします。 

 本案中、青山良安氏を固定資産評価審査委員会委

員の選任に同意することにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中山田健晴君） ご異議なしと認めます。 
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 よって、青山良安氏を固定資産評価審査委員会委

員の選任に同意することに決しました。 

 次に、本案中、水江功治氏を固定資産評価審査委

員会委員の選任に同意することにご異議ありません

か。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中山田健晴君） ご異議なしと認めます。 

 よって、水江功治氏を固定資産評価審査委員会委

員の選任に同意することに決しました。 

 次に、本案中、溝部四郎氏を固定資産評価審査委

員会委員の選任に同意することにご異議ありません

か。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中山田健晴君） ご異議なしと認めます。 

 よって、溝部四郎氏を固定資産評価審査委員会委

員の選任に同意することに決しました。 

○議長（中山田健晴君） 日程第５、第５７号議案

を議題といたします。 

○議長（中山田健晴君） 提案理由の説明を求めま

す。 

 市長永松博文君。 

○市長（永松博文君） 提案理由のご説明を申し上

げます。 

第５７号議案は、人権擁護委員の推薦についてで

ございまして、本年９月３０日をもって任期が満了

する人権擁護委員に、量山由紀子氏、内田芳洋氏を

推薦することについて、意見を求めるものでござい

ます。 

何とぞ慎重審議の上、ご協賛賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（中山田健晴君） おはかりいたします。 

 本案については、委員会の付託を省略いたしたい

と思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中山田健晴君） ご異議なしと認めます。 

 よって、第５７号議案については、委員会の付託

を省略することに決しました。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 （「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中山田健晴君） 質疑なしと認め、質疑を

終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

 （「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中山田健晴君） 討論なしと認め、討論を

終結いたします。 

 第５７号議案を被推薦人ごとに採決いたします。 

 本案中、量山由紀子さんを人権擁護委員の推薦に

同意することにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中山田健晴君） ご異議なしと認めます。 

 よって、量山由紀子さんを人権擁護委員の推薦に

同意することに決しました。 

 本案中、内田芳洋氏を人権擁護委員の推薦に同意

することにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中山田健晴君） ご異議なしと認めます。 

 よって、内田芳洋氏を人権擁護委員の推薦に同意

することに決しました。 

○議長（中山田健晴君） 日程第６、第５８号議案

を議題といたします。 

○議長（中山田健晴君） 提案理由の説明を求めま

す。 

 市長永松博文君。 

○市長（永松博文君） 提案理由のご説明を申し上

げます。 

第５８号議案は、固定資産評価員の選任について

でございまして、固定資産評価員に、尾造正直氏を

選任いたしたいので、同意を求めるものでございま

す。 

何とぞ慎重審議の上、ご協賛賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（中山田健晴君） おはかりいたします。 

本案については、委員会の付託を省略いたしたい

と思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中山田健晴君） ご異議なしと認めます。 

 よって、第５８号議案については、委員会の付託

を省略することに決しました。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 （「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中山田健晴君） 質疑なしと認め、質疑を

終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

 （「討論なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（中山田健晴君） 討論なしと認め、討論を

終結いたします。 

 これより第５８号議案を採決いたします。 

 本案は、これに同意することにご異議ありません

か。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中山田健晴君） ご異議なしと認めます。 

 よって、第５８号議案については、これに同意す

ることに決しました。 

○議長（中山田健晴君） 以上で、本定例会に付議

された案件の審議は全部終了いたしました。 

これをもちまして、平成２０年第２回豊後高田市

議会定例会を閉会いたします。 

     午前１０時５０分 閉会 
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